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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
コミック画像とセリフとを、セリフが存在してはならない領域である禁止領域が設定され
ているページに配置した配置データが記憶される配置データ記憶部と、
コミック画像を含む画像データである画稿データが１以上記憶される画稿データ記憶部と
、
画稿データが配置されるページのデータであり、セリフが存在してはならない領域である
禁止領域が設定されているデータであるページデータが記憶されるページデータ記憶部と
、
前記画稿データに含まれるコミック画像の吹き出しに表示されるセリフのデータであり、
当該吹き出しに対応する位置に配置されたテキストフレームと、当該テキストフレーム内
に位置するテキストとを含むデータであるセリフデータが記憶されるセリフデータ記憶部
と、
画稿データの拡縮率と、ページデータに配置される画稿データの位置とを受け付ける受付
部と、
前記受付部が受け付けた拡縮率と画稿データの位置とに応じて、前記画稿データ及び前記
セリフデータをページデータに配置した配置データを生成し、前記配置データ記憶部に蓄
積する生成部と、
前記配置データ記憶部で記憶されている配置データにおいて、セリフが禁止領域に存在す
ることを検出する検出部と、
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セリフが禁止領域に存在することを前記検出部が検出した旨を出力する出力部と、を備え
たセリフチェック装置。
【請求項２】
前記検出部は、前記配置データにおいてテキストフレームの少なくとも一部が禁止領域に
存在する場合に、セリフが禁止領域に存在することを検出する、請求項１記載のセリフチ
ェック装置。
【請求項３】
前記検出部は、前記配置データにおいて、テキストフレーム内に位置するテキストの少な
くとも一部が禁止領域に存在する場合に、セリフが禁止領域に存在することを検出する、
請求項１記載のセリフチェック装置。
【請求項４】
コミック画像と、画像であるセリフとを、セリフが存在してはならない領域である禁止領
域が設定されているページに配置した配置データが記憶される配置データ記憶部と、
前記配置データにおいて文字認識を行う文字認識部と、
前記配置データ記憶部で記憶されている配置データにおいて、前記文字認識部が認識した
文字の少なくとも一部が禁止領域に存在する場合に、セリフが禁止領域に存在することを
検出する検出部と、
セリフが禁止領域に存在することを前記検出部が検出した旨を出力する出力部と、を備え
たセリフチェック装置。
【請求項５】
コミック画像とセリフとを、セリフが存在してはならない領域である禁止領域が設定され
ているページに配置した配置データが記憶される配置データ記憶部と、コミック画像を含
む画像データである画稿データが１以上記憶される画稿データ記憶部と、画稿データが配
置されるページのデータであり、セリフが存在してはならない領域である禁止領域が設定
されているデータであるページデータが記憶されるページデータ記憶部と、前記画稿デー
タに含まれるコミック画像の吹き出しに表示されるセリフのデータであり、当該吹き出し
に対応する位置に配置されたテキストフレームと、当該テキストフレーム内に位置するテ
キストとを含むデータであるセリフデータが記憶されるセリフデータ記憶部と、受付部と
、生成部と、検出部と、出力部とを用いて処理されるセリフチェック方法であって、
前記受付部が、画稿データの拡縮率と、ページデータに配置される画稿データの位置とを
受け付ける受付ステップと、
前記生成部が、前記受付ステップで受け付けた拡縮率と画稿データの位置とに応じて、前
記画稿データ及び前記セリフデータをページデータに配置した配置データを生成し、前記
配置データ記憶部に蓄積する生成ステップと、
前記検出部が、前記配置データ記憶部で記憶されている配置データにおいて、セリフが禁
止領域に存在することを検出する検出ステップと、
前記出力部が、セリフが禁止領域に存在することを前記検出ステップで検出した旨を出力
する出力ステップと、を備えたセリフチェック方法。
【請求項６】
コミック画像と、画像であるセリフとを、セリフが存在してはならない領域である禁止領
域が設定されているページに配置した配置データが記憶される配置データ記憶部と、文字
認識部と、検出部と、出力部とを用いて処理されるセリフチェック方法であって、
前記文字認識部が、前記配置データにおいて文字認識を行う文字認識ステップと、
前記検出部が、前記配置データ記憶部で記憶されている配置データにおいて、前記文字認
識ステップで認識した文字の少なくとも一部が禁止領域に存在する場合に、セリフが禁止
領域に存在することを検出する検出ステップと、
前記出力部が、セリフが禁止領域に存在することを前記検出ステップで検出した旨を出力
する出力ステップと、を備えたセリフチェック方法。
【請求項７】
コミック画像とセリフとを、セリフが存在してはならない領域である禁止領域が設定され
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ているページに配置した配置データが記憶される配置データ記憶部と、コミック画像を含
む画像データである画稿データが１以上記憶される画稿データ記憶部と、画稿データが配
置されるページのデータであり、セリフが存在してはならない領域である禁止領域が設定
されているデータであるページデータが記憶されるページデータ記憶部と、前記画稿デー
タに含まれるコミック画像の吹き出しに表示されるセリフのデータであり、当該吹き出し
に対応する位置に配置されたテキストフレームと、当該テキストフレーム内に位置するテ
キストとを含むデータであるセリフデータが記憶されるセリフデータ記憶部とにアクセス
可能なコンピュータを、
画稿データの拡縮率と、ページデータに配置される画稿データの位置とを受け付ける受付
部、
前記受付部が受け付けた拡縮率と画稿データの位置とに応じて、前記画稿データ及び前記
セリフデータをページデータに配置した配置データを生成し、前記配置データ記憶部に蓄
積する生成部、
前記配置データ記憶部で記憶されている配置データにおいて、セリフが禁止領域に存在す
ることを検出する検出部、
セリフが禁止領域に存在することを前記検出部が検出した旨を出力する出力部として機能
させるためのプログラム。
【請求項８】
コミック画像と、画像であるセリフとを、セリフが存在してはならない領域である禁止領
域が設定されているページに配置した配置データが記憶される配置データ記憶部にアクセ
ス可能なコンピュータを、
前記配置データにおいて文字認識を行う文字認識部、
前記配置データ記憶部で記憶されている配置データにおいて、前記文字認識部が認識した
文字の少なくとも一部が禁止領域に存在する場合に、セリフが禁止領域に存在することを
検出する検出部、
セリフが禁止領域に存在することを前記検出部が検出した旨を出力する出力部として機能
させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コミックのセリフが禁止領域に存在することを検出するセリフチェック装置
等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のコミック制作において、ＤＴＰソフトウェアを用いて、画稿データを配置するこ
とが行われていた。なお、ＤＴＰソフトウェアについては、例えば、非特許文献１を参照
されたい。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】「ＤＴＰ」、［ｏｎｌｉｎｅ］、ウィキペディア、［２０１０年７月１
５日検索］、インターネット＜ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：／／ｊａ．ｗｉｋｉｐｅｄｉａ．ｏｒ
ｇ／ｗｉｋｉ／ＤＴＰ＞
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　そのようなＤＴＰソフトウェアを用いたコミック制作において、コミック画像を裁ち切
りで配置することがあった。すなわち、コミック画像が仕上がり線よりも外側に位置する
ように配置することがあった。
【０００５】
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　しかしながら、そのような場合であっても、セリフ自体が仕上がり線で断ち切られたり
、あるいは、仕上がり線のぎりぎりの位置になったりすると、仕上がったコミックにおい
て、セリフが読めなかったり、セリフが読みづらくなったりすることになる。したがって
、そのようにならないように人手で確認する必要があったが、そのような確認の作業は負
荷が大きく、また、間違いが発生する可能性があった。
【０００６】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、コミック画像とセリフとが
配置された配置データにおいて、セリフが適切に配置されているかどうかをチェックする
セリフチェック装置等を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明によるセリフチェック装置は、コミック画像とセリフ
とを、セリフが存在してはならない領域である禁止領域が設定されているページに配置し
た配置データが記憶される配置データ記憶部と、配置データ記憶部で記憶されている配置
データにおいて、セリフが禁止領域に存在することを検出する検出部と、セリフが禁止領
域に存在することを検出部が検出した旨を出力する出力部と、を備えたものである。
【０００８】
　このような構成により、セリフが禁止領域に存在する場合に、そのことを検出すること
ができる。したがって、禁止領域にセリフが存在する場合には、例えば、セリフの配置位
置を変更することによって、セリフが禁止領域に存在しないようにすることができる。そ
の結果、仕上がったコミックにおいて、セリフが読めなかったり、セリフが読みづらくな
ったりすることを防止することができる。
【０００９】
　また、本発明によるセリフチェック装置では、コミック画像を含む画像データである画
稿データが１以上記憶される画稿データ記憶部と、画稿データが配置されるページのデー
タであり、セリフが存在してはならない領域である禁止領域が設定されているデータであ
るページデータが記憶されるページデータ記憶部と、画稿データに含まれるコミック画像
の吹き出しに表示されるセリフのデータであり、吹き出しに対応する位置に配置されたテ
キストフレームと、テキストフレーム内に位置するテキストとを含むデータであるセリフ
データが記憶されるセリフデータ記憶部と、画稿データの拡縮率と、ページデータに配置
される画稿データの位置とを受け付ける受付部と、受付部が受け付けた拡縮率と画稿デー
タの位置とに応じて、画稿データ及びセリフデータをページデータに配置した配置データ
を生成し、配置データ記憶部に蓄積する生成部と、をさらに備えてもよい。
【００１０】
　このような構成により、生成部によって生成された配置データにおいて、セリフが禁止
領域に存在する場合に、そのことを検出することができる。したがって、セリフが禁止領
域に存在することが検出された場合には、例えば、ユーザが、コミック画像やセリフのテ
キストを移動させたり、縮小したりする指示を入力することによって、セリフが禁止領域
に存在しないようにすることができうる。
【００１１】
　また、本発明によるセリフチェック装置では、検出部は、配置データにおいてテキスト
フレームの少なくとも一部が禁止領域に存在する場合に、セリフが禁止領域に存在するこ
とを検出してもよい。
　このような構成により、セリフデータに含まれるテキストフレームを用いて、セリフが
禁止領域に存在することを検出することができる。
【００１２】
　また、本発明によるセリフチェック装置では、配置データにおけるコミック画像に含ま
れる吹き出しの領域である吹き出し領域を特定する吹き出し領域特定部をさらに備え、検
出部は、配置データにおいて吹き出し領域の少なくとも一部が禁止領域に存在する場合に
、セリフが禁止領域に存在することを検出してもよい。
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　このような構成により、コミック画像に含まれる吹き出しの領域を用いて、セリフが禁
止領域に存在することを検出することができる。
【００１３】
　また、本発明によるセリフチェック装置では、配置データに配置されているセリフは画
像であり、配置データにおいて文字認識を行う文字認識部をさらに備え、検出部は、文字
認識部が認識した文字の少なくとも一部が禁止領域に存在する場合に、セリフが禁止領域
に存在することを検出してもよい。
　このような構成により、画像のセリフについて文字認識を行うことによって、セリフが
禁止領域に存在することを検出することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によるセリフチェック装置等によれば、セリフが禁止領域に存在する場合に、そ
のことを検出することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施の形態１によるセリフチェック装置の構成を示すブロック図
【図２】同実施の形態によるセリフチェック装置の動作を示すフローチャート
【図３】同実施の形態によるセリフチェック装置の動作を示すフローチャート
【図４】同実施の形態における画稿データの一例を示す図
【図５】同実施の形態におけるセリフデータの一例を示す図
【図６】同実施の形態におけるページデータの一例を示す図
【図７】同実施の形態におけるレイアウト情報の一例を示す図
【図８】同実施の形態における画稿データの配置について説明するための図
【図９】同実施の形態における配置データの一例を示す図
【図１０】同実施の形態におけるセリフエラーの検出について説明するための図
【図１１】同実施の形態における配置データの一例を示す図
【図１２】同実施の形態におけるセリフエラーの検出について説明するための図
【図１３】本発明の実施の形態２によるセリフチェック装置の構成を示すブロック図
【図１４】同実施の形態におけるセリフエラーの検出について説明するための図
【図１５】本発明の実施の形態３によるセリフチェック装置の構成を示すブロック図
【図１６】同実施の形態におけるセリフエラーの検出について説明するための図
【図１７】上記各実施の形態におけるコンピュータシステムの外観一例を示す模式図
【図１８】上記各実施の形態におけるコンピュータシステムの構成の一例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明によるセリフチェック装置について、実施の形態を用いて説明する。なお
、以下の実施の形態において、同じ符号を付した構成要素及びステップは同一または相当
するものであり、再度の説明を省略することがある。
【００１７】
　（実施の形態１）
　本発明の実施の形態１によるセリフチェック装置について、図面を参照しながら説明す
る。本実施の形態によるセリフチェック装置は、セリフが禁止領域に存在することを検出
するものである。
【００１８】
　図１は、本実施の形態によるセリフチェック装置１の構成を示すブロック図である。本
実施の形態によるセリフチェック装置１は、画稿データ記憶部１１と、セリフデータ記憶
部１２と、ページデータ記憶部１３と、レイアウト情報記憶部１４と、配置位置算出部１
５と、受付部１６と、生成部１７と、配置データ記憶部１８と、表示部１９と、検出部２
０と、出力部２１とを備える。
【００１９】
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　画稿データ記憶部１１では、１以上の画稿データが記憶される。画稿データとは、コミ
ック画像を含む画像データである。コミック画像は、１以上のコマから構成される。画稿
データに２以上のコマの画像が含まれる場合には、その２以上のコマの画像のすべてを含
む領域がコミック画像となる。したがって、一の画稿データには、一のコミック画像が含
まれることになる。通常、一の画稿データに含まれるコミック画像が一のページに配置さ
れることになるが、そうでなくてもよい（例えば、一の画稿データに含まれるコミック画
像が見開きの２ページに配置されてもよい）。本実施の形態では、一の画稿データに含ま
れるコミック画像が、一のページに配置される場合について説明する。この画稿データは
、例えば、ラスタデータであってもよく、ベクタデータであってもよい。その画稿データ
の形式は問わないが、例えば、ＴＩＦＦや、ＥＰＳ等であってもよい。この画稿データは
、例えば、図４で示されるように、上下左右に余白を有している。なお、いずれか１以上
の余白が０であってもよい。
【００２０】
　画稿データ記憶部１１に画稿データが記憶される過程は問わない。例えば、記録媒体を
介して画稿データが画稿データ記憶部１１で記憶されるようになってもよく、通信回線等
を介して送信された画稿データが画稿データ記憶部１１で記憶されるようになってもよく
、あるいは、スキャナ等の入力デバイスを介して入力された画稿データが画稿データ記憶
部１１で記憶されるようになってもよい。画稿データ記憶部１１での記憶は、ＲＡＭ等に
おける一時的な記憶でもよく、あるいは、長期的な記憶でもよい。画稿データ記憶部１１
は、所定の記録媒体（例えば、半導体メモリや磁気ディスク、光ディスクなど）によって
実現されうる。
【００２１】
　セリフデータ記憶部１２では、１以上のセリフデータが記憶される。セリフデータとは
、画稿データに含まれるコミック画像の吹き出しに表示されるセリフのデータである。そ
のセリフデータは、吹き出しに対応する位置に配置されたテキストフレームと、テキスト
フレーム内に位置するテキストとを含むデータである。なお、テキストの属性、例えば、
テキストのフォントサイズや間隔、フォントの種類、テキストの強調（例えば、太字、斜
体、下線、色等）がセリフデータに含まれていてもよい。間隔とは、文字の間隔であって
もよく、行の間隔であってもよく、その両方であってもよい。本実施の形態では、文字の
間隔と行の間隔との両方である場合について説明する。また、文字の間隔は、例えば、字
間であってもよく、あるいは、字送りであってもよい。また、行の間隔は、例えば、行間
であってもよく、あるいは、行送りであってもよい。また、テキストのルビもセリフデー
タに含まれていてもよい。このセリフデータは、通常、画稿データと同じ大きさの台紙上
に、吹き出しごとのテキストフレームが配置されたデータであり、画稿データと、セリフ
データとを重ねて表示することによって、コミック画像の吹き出しの位置にセリフが表示
されるようになるデータであるが、そうでなくてもよい。例えば、セリフデータは、ペー
ジと同じ大きさの台紙上に、吹き出しごとのテキストフレームが配置されたデータであっ
てもよい。本実施の形態では、セリフデータが画稿データと同じ大きさであり、両者を重
ねることによって、吹き出しの位置にセリフが表示される場合について説明する。
【００２２】
　なお、画稿データと、セリフデータとの対応が分かるようになっていることが好適であ
る。例えば、互いに対応する画稿データとセリフデータとに対して、同じ識別子が付与さ
れていてもよく、あるいは、互いに対応する画稿データとセリフデータとが対応付けられ
て蓄積されていてもよい。後者の場合には、互いに対応する画稿データとセリフデータと
が、一の画像データの２個のレイヤ－であってもよい。通常、一の画稿データに一のセリ
フデータが対応しているが、セリフのない画稿データのように、セリフデータに対応して
いない画稿データが存在してもよい。
【００２３】
　セリフデータ記憶部１２にセリフデータが記憶される過程は問わない。例えば、記録媒
体を介してセリフデータがセリフデータ記憶部１２で記憶されるようになってもよく、通
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信回線等を介して送信されたセリフデータがセリフデータ記憶部１２で記憶されるように
なってもよく、あるいは、入力デバイスを介して入力されたセリフデータがセリフデータ
記憶部１２で記憶されるようになってもよい。セリフデータ記憶部１２での記憶は、ＲＡ
Ｍ等における一時的な記憶でもよく、あるいは、長期的な記憶でもよい。セリフデータ記
憶部１２は、所定の記録媒体（例えば、半導体メモリや磁気ディスク、光ディスクなど）
によって実現されうる。
【００２４】
　ページデータ記憶部１３では、ページデータが記憶される。ページデータは、画稿デー
タが配置されるページのデータである。また、このページデータには、セリフが存在して
はならない領域である禁止領域が設定されているものとする。その禁止領域は、天の辺、
地の辺、ノドの辺、小口の辺の１以上の辺に設定されているものとする。なお、その禁止
領域は、その禁止領域の境界線である禁止領域境界線によって示されてもよい。禁止領域
は、通常、ページの外縁側に設定されるため、ページデータにおいて、禁止領域境界線の
外縁側が禁止領域となる。例えば、禁止領域が４辺のすべてについて設定されている場合
には、その禁止領域境界線は矩形となってもよい。また、その禁止領域境界線の位置は、
例えば、仕上がり線（裁ち切り線）との幅によって設定されてもよい。なお、通常、禁止
領域境界線は、仕上がり線よりもページの内側に存在することになる。また、禁止領域境
界線は、仕上がり線と一致していてもよく、あるいは、そうでなくてもよい。その禁止領
域境界線の位置は、例えば、その線そのものによって示されてもよく、あるいは、トンボ
等のマークによって示されてもよい。このように、禁止領域は種々の方法によって示すこ
とができるため、禁止領域を示す情報は問わない。例えば、禁止領域の輪郭を示す情報に
よって禁止領域が示されてもよく、禁止領域に含まれる画素を特定する情報によって禁止
領域が示されてもよく、その他の方法によって禁止領域が示されてもよい。また、ページ
データは、ページにおいてコミック画像が配置される枠（版面線）の基準辺側のマージン
を含むデータであってもよく、あるいは、そうでなくてもよい。そのマージンは、枠と、
仕上がり線との間のマージンである。したがって、基準辺は、仕上がり線で囲われる矩形
の１以上の辺である。基準辺は、１個でもよく、２個以上でもよい。基準辺は、コミック
画像の位置決めを行うための基準となる辺であるため、基準辺が２個である場合には、直
交する２個の辺が基準辺となることが好適である。例えば、ノドの辺が基準辺であっても
よく、小口の辺が基準辺であってもよく、天の辺が基準辺であってもよく、地の辺が基準
辺であってもよく、ノドの辺と天の辺とが基準辺であってもよく、ノドの辺と地の辺とが
基準辺であってもよく、小口の辺と天の辺とが基準辺であってもよく、小口の辺と地の辺
とが基準辺であってもよい。なお、ノドの辺とは、書籍になった際に背表紙側となる辺で
ある。小口の辺とは、書籍になった際に、背表紙と反対側の綴じていない辺である。また
、天の辺、地の辺とは、書籍になった際に、それぞれ上側、下側となる辺である。ページ
データには、基準辺以外の辺側のマージンが含まれていてもよい。
【００２５】
　なお、コミック画像が配置される枠の内側は、通常、版面と呼ばれるところであり、そ
の枠の線は、版面線と呼ばれることもある。また、ページデータには、ページの外縁を示
す仕上がり線が含まれていてもよく、その仕上がり線の位置を示すトンボ（内トンボ）が
含まれていてもよい。その仕上がり線で囲われる矩形のことをページと呼ぶこともある。
また、ページデータにおいて、ノンブル（ページ番号）の位置や、ヘッダやフッタ等の柱
の位置が設定されていてもよい。このページデータは、ＤＴＰにおいてマスタページと呼
ばれることもある。なお、ページデータは、マスタページのように、マージンや、仕上が
り線の設定された台紙のデータであってもよい。この場合には、その台紙のデータにおい
て、仕上がり線や版面の枠等が設定されている場合にも、ページデータに、マージンや、
天地の長さ、ノド小口の長さが含まれていると考えられる。そのページデータから、マー
ジンや天地の長さ等を取得することができるからである。また、ページデータは、マージ
ンや仕上がり線の位置、仕上がり線で囲われる矩形の辺の長さ等を示す数値のデータであ
ってもよい。本実施の形態では、ページデータがマスタページのような台紙のデータであ
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る場合について説明する。
【００２６】
　また、ページデータは、一のページに対するデータであってもよく、あるいは、見開き
の２ページに対するデータであってもよい。ページ物のレイアウトが行われる場合には、
通常、見開きのページデータに対する画稿データの配置が行われる。
【００２７】
　ページデータ記憶部１３にページデータが記憶される過程は問わない。例えば、記録媒
体を介してページデータがページデータ記憶部１３で記憶されるようになってもよく、通
信回線等を介して送信されたページデータがページデータ記憶部１３で記憶されるように
なってもよく、あるいは、入力デバイスを介して入力されたページデータがページデータ
記憶部１３で記憶されるようになってもよい。ページデータ記憶部１３での記憶は、ＲＡ
Ｍ等における一時的な記憶でもよく、あるいは、長期的な記憶でもよい。ページデータ記
憶部１３は、所定の記録媒体（例えば、半導体メモリや磁気ディスク、光ディスクなど）
によって実現されうる。
【００２８】
　レイアウト情報記憶部１４では、レイアウト情報が記憶される。レイアウト情報は、画
稿データに含まれるコミック画像の基準辺側の余白と、画稿データの拡縮率とを有する情
報である。なお、コミック画像の外縁が矩形である場合には、コミック画像の余白は、そ
の矩形に対する余白である。一方、コミック画像の外縁が、図４で示されるように矩形か
らはみ出した部分を有する場合には、そのはみ出した部分を除外した矩形に対する余白で
ある。コミック画像において、はみ出した部分を除外した矩形とは、画稿データに含まれ
るコミック画像の各端辺によって構成される矩形である。コミック画像の端辺とは、その
端辺がそれ以上、コミック画像の中心側に移動したとすると、その端辺がコミック画像の
内部に含まれてしまう位置の辺である。換言すれば、内側がすべてコミック画像に含まれ
る矩形のうち、最も大きい矩形を構成する各辺がコミック画像の端辺となる。すなわち、
コミック画像において、はみ出した部分を除外した矩形は、内側がすべてコミック画像に
含まれる最大の矩形であるということもできる。なお、その矩形の内側に、コミック画像
のコマとコマとの間の空間は含まれてもよいことは言うまでもない。ここで、画稿データ
が見開きのページデータに配置される場合であって、基準辺がノド側の辺、または、小口
側の辺である場合には、右側のページに配置される場合と、左側のページに配置される場
合とで基準辺が異なることになる。例えば、基準辺がノド側の辺である場合には、見開き
のページデータの右側に配置される際には、画稿データの左側の辺が基準辺となり、見開
きのページデータの左側に配置される際には、画稿データの右側の辺が基準辺となる。し
たがって、そのような場合には、コミック画像の基準辺側の余白とは、右側の余白と左側
の余白となる。また、レイアウト情報に、画稿データに含まれるコミック画像の基準辺以
外の辺側の余白が含まれていてもよい。例えば、上下左右のすべての辺の余白がレイアウ
ト情報に含まれていてもよい。また、拡縮率は、画稿データやセリフデータを配置する際
に、その画稿データ等を拡大したり、縮小したりする率を示すものである。
【００２９】
　レイアウト情報記憶部１４にレイアウト情報が記憶される過程は問わない。例えば、記
録媒体を介してレイアウト情報がレイアウト情報記憶部１４で記憶されるようになっても
よく、通信回線等を介して送信されたレイアウト情報がレイアウト情報記憶部１４で記憶
されるようになってもよく、あるいは、入力デバイスを介して入力されたレイアウト情報
がレイアウト情報記憶部１４で記憶されるようになってもよい。レイアウト情報記憶部１
４での記憶は、ＲＡＭ等における一時的な記憶でもよく、あるいは、長期的な記憶でもよ
い。レイアウト情報記憶部１４は、所定の記録媒体（例えば、半導体メモリや磁気ディス
ク、光ディスクなど）によって実現されうる。
【００３０】
　配置位置算出部１５は、レイアウト情報に含まれる拡縮率と、画稿データの余白と、ペ
ージデータのマージンとを用いて、画稿データを配置する位置を算出する。配置位置算出
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部１５は、例えば、レイアウト情報の余白と、ページデータのマージンとを用いて、レイ
アウト情報の拡縮率で拡大または縮小された画稿データを、画稿データに含まれるコミッ
ク画像の基準辺側の端辺（この端辺は、コミック画像の辺である）が、ページデータにお
ける枠の基準辺側の端辺（この端辺は、枠の辺である）にそろうようにページデータに配
置するための配置位置を算出する。ここで、基準辺がノドの辺であり、拡縮率をＭ、ノド
側の余白をＡ（ｍｍ）、ノド側のマージンをＢ（ｍｍ）とした場合について説明する。な
お、拡縮率Ｍは、その値が１の場合に等倍であるものとする。画稿データをページデータ
に配置する際には、画稿データをＭ倍し、そのＭ倍後の画稿データの基準辺を、配置対象
のページデータの基準辺から「Ａ×Ｍ－Ｂ」だけ外側の位置に設定すれば、画稿データに
含まれるコミック画像の基準辺側の端辺が、ページデータにおける枠の基準辺側の端辺に
そろうようにページデータに配置されることになる。なお、その場合に、画稿データの基
準辺と、ページデータの基準辺とは平行であるとする。ここで、「Ａ×Ｍ－Ｂ」が正の値
である場合には、画稿データの基準辺は、ページの外側に存在することになり、「Ａ×Ｍ
－Ｂ」が負の値である場合には、画稿データの基準辺は、ページの内側に存在することに
なる。したがって、配置位置算出部１５は、配置位置を示す「Ａ×Ｍ－Ｂ」の値を算出し
てもよい。なお、実質的に同じ配置が行われるのであれば、配置位置算出部１５は、配置
位置を示す他の値を算出してもよい。配置位置算出部１５は、例えば、Ｍ倍した画稿デー
タの基準辺を、配置対象のページデータの基準辺から「Ａ×Ｍ－Ｂ」だけ外側の位置に設
定した際のページデータの座標系における画稿データの所定の頂点の座標値を配置位置と
して算出してもよい。また、基準辺が２辺である場合には、配置位置算出部１５は、その
２個の基準辺に対応する配置位置を算出してもよい。例えば、天側の余白がＣ（ｍｍ）、
天側のマージンがＤ（ｍｍ）である場合には、画稿データの天側の辺が、ページデータの
天側の仕上がり線から「Ｃ×Ｍ－Ｄ」だけ外側となるように配置を行えばよい。したがっ
て、配置位置算出部１５は、その「Ｃ×Ｍ－Ｄ」の値をも算出してもよい。その場合には
、配置位置は、「Ａ×Ｍ－Ｂ」の値、及び、「Ｃ×Ｍ－Ｄ」の値によって示されることに
なる。なお、地側の余白やマージンを用いて配置位置を算出する場合も同様である。
【００３１】
　なお、複数の画稿データが画稿データ記憶部１１で記憶されている場合に、配置位置算
出部１５は、各画稿データに対して配置位置の算出を行ってもよく、あるいは、いずれか
１個の画稿データに対して配置位置の算出を行ってもよい。前者の場合には、画稿データ
ごとの配置の位置が取得されるため、生成部１７は、ある画稿データの配置を行う際には
、その画稿データに対応する配置の位置を用いてもよい。また、後者の場合、すなわち、
１個の画稿データに対して配置位置を算出する場合には、その画稿データは、１番目の画
稿データであってもよく、あらかじめ決められた方法によって選択された１個の画稿デー
タであってもよい。なお、後者の場合であっても、見開き２ページのページデータに画稿
データを配置する場合には、右側のページに配置する場合と、左側のページに配置する場
合とで配置位置の算出結果が異なることがある。したがって、そのような場合には、右側
のページに配置する場合の配置位置と、左側のページに配置する場合の配置位置とがそれ
ぞれ算出されてもよい。
【００３２】
　受付部１６は、画稿データの拡縮率と、ページデータに配置される画稿データの位置と
を受け付ける。なお、画稿データとセリフデータとは同様のものであるため、画稿データ
の拡縮率は、セリフデータの拡縮率であると考えることもできる。同様に、ページデータ
に配置される画稿データの位置は、ページデータに配置されるセリフデータの位置と考え
ることもできる。この受付部１６は、ユーザから入力された拡縮率や画稿データの位置を
受け付けてもよく、あるいは、レイアウト情報記憶部１４で記憶されている拡縮率や配置
位置算出部１５が算出した画稿データの配置位置を受け付けてもよい。なお、拡縮率を受
け付けるとは、拡縮率そのもの（例えば、０．８３７や８３．７％等）を受け付けること
であってもよく、拡縮率の変化に関する情報（例えば、拡縮率を大きくする旨の指示や拡
縮率を小さくする旨の指示、拡縮率の差分等）を受け付けることであってもよい。すなわ
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ち、結果として拡縮率が分かるのであれば、拡縮率の受け付けはどのようなものであって
もよい。また、画稿データの位置を受け付けるとは、画稿データの位置そのもの（例えば
、画稿データの基準辺とページデータの基準辺との間の長さ（幅）や、画稿データの特定
の位置のページデータにおける座標等）を受け付けることであってもよく、画稿データの
位置の変化に関する情報（例えば、画稿データを右や左、上、下に移動させる旨の指示や
、配置位置を示す座標の差分等）を受け付けることであってもよい。すなわち、結果とし
てページデータにおける画稿データの配置位置が分かるのであれば、画稿データの位置の
受け付けはどのようなものであってもよい。また、受付部１６は、セリフチェック装置１
に対するその他の入力を受け付けてもよい。受付部１６は、例えば、画稿データの配置を
行う旨の指示を受け付け、その指示を生成部１７に渡してもよい。また、受付部１６は、
例えば、ユーザが入力したレイアウト情報を受け付け、その受け付けたレイアウト情報を
レイアウト情報記憶部１４に蓄積してもよい。
【００３３】
　受付部１６は、例えば、入力デバイス（例えば、キーボードやマウス、タッチパネルな
ど）から入力された情報を受け付けてもよく、有線もしくは無線の通信回線を介して送信
された情報を受信してもよく、レイアウト情報記憶部１４等の所定の記録媒体（例えば、
光ディスクや磁気ディスク、半導体メモリなど）から読み出された情報を受け付けてもよ
く、配置位置算出部１５等の他の構成要素から情報を受け付けてもよい。なお、受付部１
６は、受け付けを行うためのデバイス（例えば、モデムやネットワークカードなど）を含
んでもよく、あるいは含まなくてもよい。また、受付部１６は、ハードウェアによって実
現されてもよく、あるいは所定のデバイスを駆動するドライバ等のソフトウェアによって
実現されてもよい。
【００３４】
　生成部１７は、画稿データ及びセリフデータをページデータに配置した配置データを生
成する。その配置のことを、割り付け、流し込みと呼ぶこともある。また、その画稿デー
タが配置された後のページデータである配置データのことを、ドキュメントやパブリケー
ションと呼ぶこともある。生成部１７は、受付部１６が受け付けた拡縮率と画稿データの
位置とに応じて、その画稿データ及びセリフデータの配置を行う。そして、生成部１７は
、ページデータに画稿データ及びセリフデータを配置したデータである配置データを配置
データ記憶部１８に蓄積する。
【００３５】
　受付部１６が、レイアウト情報に含まれる拡縮率「Ｍ」と、配置位置算出部１５が算出
した配置位置「Ａ×Ｍ－Ｂ」とを受け付けた場合には、生成部１７は、Ｍ倍した画稿デー
タの基準辺が、配置対象のページデータの基準辺から「Ａ×Ｍ－Ｂ」だけ外側の位置とな
るように画稿データの配置を行ってもよい。なお、天地センターにあわせて描かれている
画稿データをページデータに配置する際には、その画稿データの天地センターがページの
センターとなるように配置し、上述のようにしてノド側の位置合わせを行えばよいことに
なる。一方、天側または地側に寄せられて描かれている画稿データをページデータに配置
する際には、前述のようにしてノド側の位置合わせを行った後に、天側または地側の位置
合わせを行うことが好適である。この場合には、例えば、配置位置算出部１５が算出した
前述の配置位置「Ｃ×Ｍ－Ｄ」をも用いて、画稿データの配置が行われてもよい。なお、
結果としてこのような配置が行われるのであれば、生成部１７が画稿データを配置する具
体的な方法は問わない。例えば、生成部１７は、まず画稿データの位置合わせを行った後
に、基準辺を基点として拡縮率に応じた拡大または縮小を行ってもよい。また、配置位置
算出部１５が画稿データのいずれかの頂点の、ページデータの座標系における座標である
配置位置を算出した場合には、生成部１７は、拡縮率に応じて拡大または縮小された画稿
データを、その配置位置に応じてページデータ上に配置してもよい。セリフデータの配置
も、画稿データの配置と同様にして行うことができる。
【００３６】
　なお、複数の画稿データが画稿データ記憶部１１で記憶されている場合であって、配置
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位置算出部１５が各画稿データに対する配置位置を算出した場合には、生成部１７は、そ
の各画稿データに対応する配置位置を用いて各画稿データ等の配置を行ってもよい。また
、複数の画稿データが画稿データ記憶部１１で記憶されている場合であって、配置位置算
出部１５がいずれか１個の画稿データに対して配置位置を算出した場合には、生成部１７
は、その１個の配置位置を用いて、複数の画稿データ等の配置を行ってもよい。
【００３７】
　また、同じページに配置される画稿データとセリフデータとは、互いに対応するもので
ある。画稿データに対応するセリフデータが存在しない場合（例えば、セリフのないペー
ジの場合など）には、画稿データのみが配置されてもよい。セリフデータが画稿データと
同じ大きさであり、両者を重ねることによって、吹き出しの位置にセリフが表示される場
合には、生成部１７は、画稿データとセリフデータとを配置する際に、両者に対して全く
同じ処理を行えばよいことになる。一方、セリフデータが画稿データと同じ大きさであり
、両者を重ねることによって、吹き出しの位置にセリフが表示される場合ではないのであ
れば、生成部１７は、セリフデータを画稿データにあわせるのと同じ処理（例えば、拡大
・縮小や、位置合わせ等）を行った後に、両者に対して全く同じ処理を行ってもよい。な
お、生成部１７は、セリフデータを配置する際に、セリフデータのフォントサイズや間隔
を拡縮率に応じて変更してもよい。すなわち、セリフデータのフォントサイズがＮであり
、拡縮率がＭであるとすると、生成部１７は、そのセリフデータのフォントサイズをＮ×
Ｍに変更してもよい。また、セリフデータの行の間隔がＫであるとすると、生成部１９は
、そのセリフデータの行の間隔をＫ×Ｍに変更してもよい。また、セリフデータの文字の
間隔がＬであるとすると、生成部１９は、そのセリフデータの文字の間隔をＬ×Ｍに変更
してもよい。なお、変更後のフォントサイズ等は、Ｎ×Ｍ等について端数を丸めた値であ
ってもよい。その丸める処理は、例えば、切り捨てであってもよく、四捨五入であっても
よい。
【００３８】
　受付部１６が、例えば、拡縮率を変更する旨の指示を受け付けた場合には、生成部１７
は、その指示に応じて、画稿データ及びセリフデータの拡縮率を変更するものとする。ま
た、受付部１６が、例えば、画稿データを移動する旨の指示を受け付けた場合には、生成
部１７は、その指示に応じて、画稿データ及びセリフデータを移動するものとする。
【００３９】
　また、生成部１７は、画稿データ記憶部１１で記憶されている画稿データの数に応じた
数の配置データを生成することが好適である。例えば、ページデータが見開きの２ページ
のデータである場合であって、２Ｐ個または２Ｐ－１個（Ｐは１以上の整数である）の画
稿データが画稿データ記憶部１１で記憶されている場合には、生成部１７は、Ｐ個の配置
データを生成してもよい。また、例えば、ページデータが１ページのデータである場合で
あって、Ｐ個の画稿データが画稿データ記憶部１１で記憶されている場合には、生成部１
７は、Ｐ個の配置データを生成してもよい。
【００４０】
　生成部１７が生成する配置データは、ページデータに、拡縮率と配置位置との設定され
た画稿データやセリフデータをリンクしたデータであってもよい。その場合には、配置デ
ータに、画稿データやセリフデータそのものが含まれていてもよく、あるいは、含まれて
いなくてもよい。また、その場合には、例えば、配置データは、ＨＴＭＬやＸＭＬ等のマ
ークアップ言語で記述されるものであってもよい。また、生成部１７が生成する配置デー
タは、画稿データやセリフデータがページデータに配置された後の画像データであっても
よい。その画稿データである配置データは、例えば、ラスタデータであってもよく、ベク
タデータであってもよい。その場合には、例えば、配置データは、ビットマップの画像デ
ータやＰＤＦであってもよい。本実施の形態では、セリフデータに含まれるテキストフレ
ームの位置を少なくとも知ることができる配置データが生成され、配置データ記憶部１８
に蓄積される場合について説明する。なお、後述する実施の形態２においては、配置デー
タの種類は問わない。また、後述する実施の形態３においては、セリフのテキストが画像
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である配置データ（テキストの文字コードが含まれないデータ。例えば、ビットマップの
画像データ等）が生成され、配置データ記憶部１８に蓄積される場合について説明する。
【００４１】
　配置データ記憶部１８では、生成部１７が生成した配置データが記憶される。その配置
データは、前述のように、コミック画像とセリフとを、セリフが存在してはならない領域
である禁止領域が設定されているページに配置した配置データである。禁止領域がどの範
囲であるのかを示す情報は、配置データが有していてもよく、あるいは、配置データと別
途、存在してもよい。なお、配置データ記憶部１８は、所定の記録媒体（例えば、半導体
メモリや磁気ディスク、光ディスクなど）によって実現されうる。
【００４２】
　表示部１９は、配置データ記憶部１８で記憶されている配置データを表示する。ユーザ
がこの表示を見ることによって、ページのどのあたりにコミック画像やセリフが配置され
ているのかを知ることができるようになる。その結果、ユーザは、例えば、拡縮率や配置
位置の変更の指示を受付部１６に入力することができる。
【００４３】
　なお、表示部１９は、それらの表示を行う表示デバイス（例えば、ＣＲＴや液晶ディス
プレイなど）を含んでもよく、あるいは含まなくてもよい。また、表示部１９は、ハード
ウェアによって実現されてもよく、あるいは表示デバイスを駆動するドライバ等のソフト
ウェアによって実現されてもよい。また、配置データの表示は、セリフチェック装置１と
別の装置においてなされてもよい。その場合には、表示部１９は、セリフチェック装置１
の外部に対して、配置データを表示するために送信するものであってもよい。
【００４４】
　検出部２０は、配置データ記憶部１８で記憶されている配置データにおいて、セリフが
禁止領域に存在することを検出する。なお、セリフが禁止領域に存在することの検出には
、セリフが禁止領域に存在する確率の高いことの検出が含まれるものとする。したがって
、厳密に言えば、検出部２０によってセリフが禁止領域に存在することが検出された場合
であっても、セリフが禁止領域に存在しないこともあり得る。本実施の形態による検出部
２０は、具体的には、まず、配置データにおいてテキストフレーム位置を特定する。そし
て、検出部２０は、その特定したテキストフレームの少なくとも一部が禁止領域に存在す
る場合に、セリフが禁止領域に存在することを検出する。なお、テキストフレームの少な
くとも一部が禁止領域に存在するかどうかは、テキストフレームが矩形などの多角形であ
る場合に、そのテキストフレームの頂点のいずれかが禁止領域に存在するかどうかによっ
て判断することができる。テキストフレームの頂点のいずれかが禁止領域に存在する場合
には、テキストフレームの少なくとも一部が禁止領域に存在することになる。なお、以下
、セリフが禁止領域に存在することを、「セリフエラー」と呼ぶこともある。
【００４５】
　出力部２１は、セリフが禁止領域に存在することを検出部２０が検出した旨を出力する
。また、出力部２１は、禁止領域に存在することが検出されたセリフの位置をも出力して
もよい。その位置は、例えば、矢印や、その他の線、丸囲み等の図形などによって示され
てもよい。また、出力部２１による出力は、例えば、セリフエラーが検出されたことを画
像表示したり、音声出力したりすることであってもよく、セリフエラーが検出されたこと
を配置データ等のデータに設定する（例えば、セリフエラーのフラグを設定する等）こと
であってもよい。したがって、この出力部２１による出力は、ユーザに対してのものであ
ってもよく、あるいは、そうでなくてもよい。出力部２１が画像を表示したり、音声を出
力したりする場合に、出力部２１は、あらかじめ図示しない記録媒体で記憶されている画
像や音声を読み出して出力してもよい。
【００４６】
　出力部２１による出力は、例えば、表示デバイス（例えば、ＣＲＴや液晶ディスプレイ
など）への表示でもよく、所定の機器への通信回線を介した送信でもよく、プリンタによ
る印刷でもよく、スピーカによる音声出力でもよく、記録媒体への蓄積でもよく、他の構



(13) JP 5612974 B2 2014.10.22

10

20

30

40

50

成要素への引き渡しでもよい。本実施の形態では、出力部２１は、セリフエラーが検出さ
れた旨を表示部１９に渡すものとする。なお、出力部２１は、出力を行うデバイス（例え
ば、表示デバイスやプリンタなど）を含んでもよく、あるいは含まなくてもよい。また、
出力部２１は、ハードウェアによって実現されてもよく、あるいは、それらのデバイスを
駆動するドライバ等のソフトウェアによって実現されてもよい。
【００４７】
　なお、画稿データ記憶部１１で記憶される画稿データと、セリフデータ記憶部１２で記
憶されるセリフデータとは、コミック雑誌を作成する際に用いられたデータであってもよ
い。その場合には、例えば、セリフチェック装置１は、コミック雑誌で用いられた画稿デ
ータ等を用いて、コミックの単行本で用いられる配置データを自動的に生成するものであ
ってもよい。
【００４８】
　また、画稿データ記憶部１１と、セリフデータ記憶部１２と、ページデータ記憶部１３
と、レイアウト情報記憶部１４と、配置データ記憶部１８とのうち、任意の２以上の記憶
部は、同一の記録媒体によって実現されてもよく、あるいは、別々の記録媒体によって実
現されてもよい。前者の場合には、例えば、画稿データを記憶している領域が画稿データ
記憶部１１となり、セリフデータを記憶している領域がセリフデータ記憶部１２となる。
【００４９】
　次に、本実施の形態によるセリフチェック装置１の動作について、図２のフローチャー
トを用いて説明する。
　（ステップＳ１０１）受付部１６は、配置データを生成する旨の指示や、画稿データ等
の移動の指示、拡縮率の変更の指示などの何らかの指示を受け付けたかどうか判断する。
そして、何らかの指示を受け付けた場合には、ステップＳ１０２に進み、そうでない場合
には、何らかの指示を受け付けるまでステップＳ１０１の処理を繰り返す。
【００５０】
　（ステップＳ１０２）生成部１７等は、配置データを生成する処理を行う。なお、この
処理の詳細については、図３のフローチャートを用いて後述する。
【００５１】
　（ステップＳ１０３）表示部１９は、配置データ記憶部１８で記憶されている配置デー
タを表示する。なお、配置データ記憶部１８において複数の配置データが記憶されている
場合には、表示部１９は、画稿データ等の配置が行われた最新の配置データを表示しても
よい。
【００５２】
　（ステップＳ１０４）検出部２０は、表示部１９が表示した配置データについて、セリ
フエラーの検出を行う。
【００５３】
　（ステップＳ１０５）出力部２１は、ステップＳ１０４でセリフエラーが検出されたか
どうか判断する。そして、セリフエラーが検出された場合には、ステップＳ１０６に進み
、そうでない場合には、ステップＳ１０１に戻る。
【００５４】
　（ステップＳ１０６）出力部２１は、セリフエラーが検出された旨を出力する。そして
、ステップＳ１０１に戻る。
【００５５】
　なお、図２のフローチャートにおいて、電源オフや処理終了の割り込みにより処理は終
了する。また、図２のフローチャートには、受付部１６がレイアウト情報を受け付け、レ
イアウト情報記憶部１４に蓄積する処理は含まれていない。
【００５６】
　図３は、図２のフローチャートにおける配置データの生成の処理（ステップＳ１０２）
の詳細を示すフローチャートである。
　（ステップＳ２０１）生成部１７は、ステップＳ１０１で受け付けられた指示が、新た
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な配置データを生成する旨の指示であるかどうか判断する。そして、新たな配置データを
生成する旨の指示が受け付けられていた場合には、ステップＳ２０２に進み、そうでない
場合には、ステップＳ２０８に進む。
【００５７】
　（ステップＳ２０２）受付部１６は、レイアウト情報記憶部１４から拡縮率を読み出し
、生成部１７に渡す。その拡縮率は、生成部１７で一時的に記憶されてもよい。なお、レ
イアウト情報記憶部１４において拡縮率が記憶されていない場合には、受付部１６は、例
えば、拡縮率「１」を生成部１７に渡してもよい。
【００５８】
　（ステップＳ２０３）配置位置算出部１５は、ページデータのマージンと、レイアウト
情報記憶部１４で記憶されている拡縮率及び余白とを用いて、配置位置を算出する。なお
、レイアウト情報記憶部１４において、拡縮率や余白が記憶されていない場合には、配置
位置算出部１５は、例えば、拡縮率「１」、余白「０」を用いて配置位置を算出してもよ
い。
【００５９】
　（ステップＳ２０４）受付部１６は、配置位置算出部１５が算出した配置位置を受け取
り、生成部１７に渡す。その配置位置は、生成部１７で一時的に記憶されてもよい。
【００６０】
　（ステップＳ２０５）生成部１７は、ページデータ記憶部１３で記憶されているページ
データを読み出し、配置データを生成するために記録媒体に一時的に記憶する。
【００６１】
　（ステップＳ２０６）生成部１７は、受付部１６が受け付けた拡縮率、配置位置を用い
て、画稿データ記憶部１１で記憶されている画稿データと、セリフデータ記憶部１２で記
憶されているセリフデータとをページデータに配置する。なお、画稿データに対応するセ
リフデータが存在しない場合には、生成部１７は、セリフデータを配置する処理を行わな
くてもよい。なお、ページデータが見開きの２ページに対応するものである場合には、生
成部１７は、各ページに画稿データ等を配置してもよい。
【００６２】
　（ステップＳ２０７）生成部１７は、画稿データ等の配置されたページデータである配
置データを配置データ記憶部１８に蓄積する。そして、図２のフローチャートに戻る。
【００６３】
　（ステップＳ２０８）生成部１７は、ステップＳ１０１で受け付けられた指示が、すで
に配置された画稿データ等の拡大または縮小の指示であるかどうか判断する。例えば、受
付部１６が拡縮率を受け付けた場合に、生成部１７は、すでに配置された画稿データ等の
拡大または縮小の指示が受け付けられたと判断してもよい。そして、すでに配置された画
稿データ等の拡大または縮小の指示が受け付けられていた場合には、ステップＳ２０９に
進み、そうでない場合には、ステップＳ２１０に進む。
【００６４】
　（ステップＳ２０９）生成部１７は、表示部１９が表示した配置データにおいて、受け
付けられた指示に応じて、画稿データ等を拡大または縮小する。なお、拡縮率そのものが
受け付けられた場合には、生成部１７は、その拡縮率となるように画稿データ等を拡大ま
たは縮小する。一方、拡大の指示または縮小の指示が受け付けられた場合には、あらかじ
め決められた倍率または拡縮率で画稿データ等を拡大または縮小する。なお、拡大または
縮小の対象となる配置データにセリフデータが含まれていない場合には、生成部１７は、
画稿データのみについて拡大または縮小を行ってもよい。また、拡大または縮小の対象と
なる配置データに２以上の画稿データ等が含まれており、拡大または縮小の指示がいずれ
かの画稿データ等を指定している場合には、生成部１７は、その指定された画稿データ等
についてのみ拡大または縮小を行ってもよい。そして、図２のフローチャートに戻る。
【００６５】
　（ステップＳ２１０）生成部１７は、ステップＳ１０１で受け付けられた指示が、すで
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に配置された画稿データ等の移動の指示であるかどうか判断する。例えば、受付部１６が
画稿データ等の位置を受け付けた場合に、生成部１７は、すでに配置された画稿データ等
の移動の指示が受け付けられたと判断してもよい。そして、すでに配置された画稿データ
等の移動の指示が受け付けられていた場合には、ステップＳ２１１に進み、そうでない場
合には、ステップＳ２１２に進む。
【００６６】
　（ステップＳ２１１）生成部１７は、表示部１９が表示した配置データにおいて、受け
付けられた指示に応じて、画稿データ等を移動する。なお、移動後の位置そのものが受け
付けられた場合には、生成部１７は、その位置となるように画稿データ等を移動する。一
方、いずれかの方向への移動の指示が受け付けられた場合には、あらかじめ決められた長
さだけ画稿データ等をその指示された方向へ移動する。なお、移動の対象となる配置デー
タにセリフデータが含まれていない場合には、生成部１７は、画稿データのみについて移
動を行ってもよい。また、移動の対象となる配置データに２以上の画稿データ等が含まれ
ており、移動の指示がいずれかの画稿データ等を指定している場合には、生成部１７は、
その指定された画稿データ等についてのみ移動を行ってもよい。そして、図２のフローチ
ャートに戻る。
【００６７】
　（ステップＳ２１２）生成部１７等は、受付部１６が受け付けた指示に応じた処理を行
う。その処理は、例えば、編集対象の配置データを変更する旨の指示や、画稿データ等の
回転の指示等であってもよい。そして、その処理が終了すると、図２のフローチャートに
戻る。
【００６８】
　なお、配置データに画稿データやセリフデータそのものが含まれている場合には、生成
部１７は、それらを用いることによって、画稿データ等を拡大・縮小した配置データや、
画稿データ等を移動した配置データを生成することができる。一方、配置データに画稿デ
ータやセリフデータそのものが含まれていない場合（例えば、画稿データがビットマップ
のデータである場合など）には、生成部１７は、また新たに、画稿データや、セリフデー
タ、ページデータを読み出し、それらを用いることによって、画稿データ等を拡大・縮小
した後の配置データや、画稿データ等を移動した後の配置データを生成してもよい。その
場合には、例えば、受付部１６が受け付けた拡縮率を、新たに受け付けられた拡大や縮小
の指示に応じて変更した後の拡縮率を用いた画稿データ等の配置を行ってもよく、受付部
１６が受け付けた配置位置を、新たに受け付けられた移動の指示に応じて変更した後の配
置位置を用いて画稿データ等の配置を行ってもよい。例えば、受付部１６がステップＳ２
０２で受け付けた拡縮率が０．８であり、その後、受付部１６がステップＳ１０１で１．
２倍に拡大する旨の指示を受け付けた場合には、生成部１７は、拡縮率０．９６（＝０．
８×１．２）で画稿データ等の配置を行ってもよい。また、例えば、受付部１６がステッ
プＳ２０４で受け付けた配置位置が「Ａ×Ｍ－Ｂ」＝２０（ｍｍ）であり、その後、受付
部１６がステップＳ１０１で画稿データ等をノドの方向に５（ｍｍ）移動する旨の指示を
受け付けた場合には、生成部１７は、Ｍ倍した画稿データの基準辺を、配置対象のページ
データの基準辺から２５（＝２０＋５）（ｍｍ）だけ外側の位置に配置してもよい。
【００６９】
　次に、本実施の形態によるセリフチェック装置１の動作について、具体例を用いて説明
する。この具体例において、画稿データ記憶部１１では、図４で示される画稿データを含
む複数の画稿データが記憶されているものとする。図４において、コミック画像は、４個
のコマを有している。また、図４で示されるように、破線と、画稿データの各辺との幅が
余白である。また、各破線の位置がコミック画像の端辺の位置である。なお、画稿データ
記憶部１１において、図４以外の画稿データが記憶されていることは言うまでもない。
【００７０】
　また、この具体例において、セリフデータ記憶部１２では、図５で示されるセリフデー
タを含む複数のセリフデータが記憶されているものとする。図５のセリフデータは、図４
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の画稿データに対応するものである。図５において、図４の２個の吹き出しに対応する位
置にそれぞれテキストフレームが設定されており、そのテキストフレームにセリフに対応
するテキストが含まれている。なお、そのテキストのフォントサイズは、「１２ポイント
」であり、行送りが「１８ポイント」であり、字送りが「１４ポイント」であるとする。
なお、ページデータ記憶部１３において、図５以外のセリフデータが記憶されていること
は言うまでもない。
【００７１】
　また、この具体例において、ページデータ記憶部１３では、図６で示されるページデー
タが記憶されているものとする。図６において、ページデータには、ページの外縁を示す
仕上がり線（裁ち切り線）と、版面の外縁を示す枠とが含まれている。枠と仕上がり線と
の間の幅がマージンである。また、図６において、ページデータには、禁止領域が設定さ
れている。その禁止領域の禁止領域境界線は、前述のように、仕上がり線との幅によって
示されるものであってもよく、あるいは、そうでなくてもよい。後者の場合には、例えば
、ページデータに、線分の集合である禁止領域境界線が含まれてもよい。
【００７２】
　また、この具体例において、レイアウト情報記憶部１４では、図７で示されるレイアウ
ト情報が記憶されているものとする。図７において、レイアウト情報は、上下左右の余白
と、拡縮率とを有している。
【００７３】
　まず、ユーザが、画稿データの配置を開始する旨の指示を入力したとする。すると、そ
の指示が受付部１６で受け付けられ、生成部１７に渡される（ステップＳ１０１）。生成
部１７は、その指示を受け取ると、配置データを新たに生成する旨の指示が受け付けられ
たと判断し、受付部１６に拡縮率と配置位置とを受け付ける旨の指示を渡す（ステップＳ
２０１）。すると、受付部１６は、レイアウト情報記憶部１４から拡縮率を読み出して生
成部１７に渡すと共に、配置位置算出部１５に配置位置の算出を行う旨の指示を渡す（ス
テップＳ２０２）。配置位置算出部１５は、その指示を受け取ると、レイアウト情報記憶
部１４で記憶されているレイアウト情報から、拡縮率「０．８３７」と、左側の余白「３
９（ｍｍ）」と、右側の余白「３８（ｍｍ）」とを読み出し、ページデータの各ページの
ノド側のマージン「１１（ｍｍ）」を取得し、それらを用いて画稿データの配置位置を算
出する（ステップＳ２０３）。具体的には、見開きの２ページのうち、右側のページにお
ける「Ａ×Ｍ－Ｂ」に対応する値は２１．６４３（ｍｍ）となる。また、左側のページに
おける「Ａ×Ｍ－Ｂ」に対応する値は２０．８０６（ｍｍ）となる。配置位置算出部１５
は、それらの値を受付部１６に渡す。すると、受付部１６は、それらの値を受け付けて生
成部１７に渡す（ステップＳ２０４）。
【００７４】
　次に、生成部１７は、ページデータ記憶部１３からページデータを読み出し、図示しな
い記録媒体に蓄積する（ステップＳ２０５）。そして、生成部１７は、画稿データ記憶部
１１から、１番目の画稿データ、すなわち図４で示される画稿データを読み出して図示し
ない記録媒体で記憶しているページデータの右側のページ上に配置する。なお、奇数番目
の画稿データは、ページデータの右側のページ上に配置され、偶数番目の画稿データは、
ページデータの左側のページ上に配置されると決まっているものとする。したがって、奇
数番目の画稿データのノド側は左側となり、偶数番目の画稿データのノド側は右側となる
。そのため、生成部１７は、０．８３７倍した画稿データのセンターを右側のページの枠
のセンターにあわせた後に、図８で示されるように、画稿データのノド側（左側）の辺が
、仕上がり線のノド側の辺よりも２１．６４３（ｍｍ）だけ左側になるように、画稿デー
タをノド側に平行移動させる。このようにして画稿データの配置を行うことができる。そ
の後、生成部１７は、図４の画稿データに対応する図５のセリフデータをセリフデータ記
憶部１２から読み出し、フォントサイズを１０（≒１２×０．８３７）に変更し、行送り
を１５．１（≒１８×０．８３７）に変更し、字送りを１１．７（≒１４×０．８３７）
に変更する。また、画稿データと同様に０．８３７倍して、ノド側（左側）の辺が、仕上
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がり線のノド側の辺よりも２１．６４３（ｍｍ）だけ左側になるようにセリフデータを配
置する。また、同様にして、生成部１７は、２番目の画稿データも読み出してページデー
タの左側のページ上に配置する。この場合には、生成部１７は、０．８３７倍した画稿デ
ータのセンターを左側のページの枠のセンターにあわせた後に、画稿データのノド側（右
側）の辺が、仕上がり線のノド側の辺よりも２０．８０６（ｍｍ）だけ右側になるように
、画稿データをノド側に平行移動させる。このようにして画稿データの配置を行うことが
できる（ステップＳ２０６）。なお、この２番目の画稿データに対応するセリフデータは
、存在しなかったとする。その結果、ページデータに画稿データとセリフデータとの配置
された配置データは、図９で示されるようになる。その後、生成部１７は、その生成した
配置データを配置データ記憶部１８に蓄積する（ステップＳ２０７）。
【００７５】
　表示部１９は、その図９で示される配置データを図示しないディスプレイに表示する（
ステップＳ１０３）。その結果、ユーザは、画稿データ等がどのように配置されたのかを
知ることができるようになる。その後、検出部２０は、セリフエラーの検出を行う（ステ
ップＳ１０４）。具体的には、検出部２０は、配置されたセリフデータの各テキストフレ
ームの各頂点の位置を特定する。この位置の特定は、特定対象となる頂点の位置の座標を
図示しない記録媒体に蓄積することであってもよい。また、検出部２０は、その特定した
各頂点の位置のうち、いずれかが禁止領域に含まれるかどうか判断する。この場合には、
すべてのテキストフレームの各頂点の位置が禁止領域に含まれなかったとする。したがっ
て、検出部２０は、セリフエラーを検出しないことになる。すると、出力部２１は、セリ
フエラーが検出されなかったと判断し、セリフエラーに関する出力は行われないことにな
る。
【００７６】
　その後、ユーザは、表示されている右側のページの画稿データを選択し、その画稿デー
タを拡大する旨を指示する拡大ボタンをクリックしたとする。すると、その指示は、受付
部１６で受け付けられ、生成部１７に渡される（ステップＳ１０１）。生成部１７は、そ
の指示を受け取ると、配置データを拡大する旨の指示が受け付けられたと判断し（ステッ
プＳ２０８）、その指定された右側の画稿データとセリフデータとをあらかじめ決められ
た倍率である１．０５倍に拡大する（ステップＳ２０９）。その拡大の際に、セリフデー
タに含まれるフォントサイズ等の変更が行われるのは前述の通りである。その後、表示部
１９は、右側の画稿データの拡大された配置データを表示する。また、検出部２０は、配
置されたセリフデータの各テキストフレームの各頂点の位置を特定し、それらが禁止領域
に含まれるかどうか判断する。この場合には、図１０で示されるように、右上のセリフに
対応するテキストフレームの２個の頂点が禁止領域に含まれていたとする。すると、検出
部２０は、セリフエラーを検出する（ステップＳ１０４）。その検出の際に、検出部２０
は、一部が禁止領域に含まれているテキストフレームの中心位置も特定するものとする。
【００７７】
　その後、出力部２１は、セリフエラーが検出されたと判断し（ステップＳ１０５）、検
出部２０によって特定された中心位置と、あらかじめ図示しない記録媒体で記憶されてい
る「セリフエラー」の図形とを表示部１９に渡す（ステップＳ１０６）。すると、表示部
１９は、図１１で示されるように、その「セリフエラー」の図形と、テキストフレームの
中心位置までの引き出し線とを表示する。その結果、ユーザは、セリフエラーが発生した
ことと、そのセリフエラーとなったセリフとを知ることができ、画稿データ等を適宜、移
動させることなどによって、そのセリフエラーを解消することができる。
　なお、この具体例では、天地の余白は用いないため、レイアウト情報記憶部１４で記憶
される図７のレイアウト情報において、上下の余白が含まれていなくてもよい。
【００７８】
　以上のように、本実施の形態によるセリフチェック装置１によれば、セリフが禁止領域
に存在する場合に、そのことを検出することができる。したがって、禁止領域にセリフが
存在する場合には、例えば、セリフの配置位置を変更することによって、セリフが禁止領
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域に存在しないようにすることができる。
【００７９】
　なお、本実施の形態によるセリフチェック装置１において、テキストフレームの位置に
よってセリフエラーを検出するのではなく、テキストフレーム内に位置するテキストによ
ってセリフエラーを検出してもよい。テキストフレームが必要以上に大きく設定され、テ
キストフレームの一部が禁止領域に含まれたとしても、そのテキストフレーム内に位置す
るテキスト自体は、禁止領域に位置しないこともあるからである。テキストフレーム内に
位置するテキストによってセリフエラーを検出する場合には、検出部２０は、配置データ
において、テキストフレーム内に位置するテキストの少なくとも一部が禁止領域に存在す
る場合に、セリフが禁止領域に存在することを検出してもよい。ここで、テキストが禁止
領域に存在するかどうかは、各テキストの仮想ボディや字面枠（実ボディ）を用いて判断
してもよく、あるいは、テキストのフォントの字面を用いて判断してもよい。ここで、字
面とは、フォントの文字の形をした部分のことである。字面枠（実ボディ）とは、その字
面に接する枠のことである。例えば、仮想ボディを用いてセリフエラーの検出を行う場合
には、図１２で示されるように、テキストフレームの一部が禁止領域に存在したとしても
、仮想ボディがすべて禁止領域に含まれていないのであれば、検出部２０は、セリフエラ
ーを検出しないことになる。字面枠や字面を用いて判断を行う場合も同様である。
【００８０】
　（実施の形態２）
　本発明の実施の形態２によるセリフチェック装置について、図面を参照しながら説明す
る。本実施の形態によるセリフチェック装置は、コミック画像の吹き出しの位置を用いて
、セリフエラーを検出するものである。
【００８１】
　図１３は、本実施の形態によるセリフチェック装置２の構成を示すブロック図である。
本実施の形態によるセリフチェック装置２は、画稿データ記憶部１１と、セリフデータ記
憶部１２と、ページデータ記憶部１３と、レイアウト情報記憶部１４と、配置位置算出部
１５と、受付部１６と、生成部１７と、配置データ記憶部１８と、表示部１９と、検出部
２０と、出力部２１と、吹き出し領域特定部３１とを備える。なお、検出部２０及び吹き
出し領域特定部３１以外の構成及び動作は、実施の形態１と同様であり、その説明を省略
する。
【００８２】
　吹き出し領域特定部３１は、配置データにおけるコミック画像に含まれる吹き出しの領
域である吹き出し領域を特定する。ここで、コミック画像において吹き出し領域を特定す
る方法について簡単に説明する。吹き出し領域特定部３１は、例えば、吹き出し形状のパ
ターンを保持しておき、そのパターンマッチングを行うことによって、吹き出し領域を特
定してもよい。また、吹き出し領域特定部３１は、あらかじめ決められた面積以上の白色
の領域を検出し、その検出した白色の領域と連続している白色の領域である吹き出し領域
を特定してもよい。また、吹き出し領域特定部３１は、あらかじめ決められた面積以上の
白色の領域を検出し、その検出した白色の領域と連続している白色の領域を特定し、その
特定した領域の輪郭と、あらかじめ保持している１以上の吹き出しの形状との類似度を算
出し、その特定した領域の輪郭と、いずれかの吹き出しの形状との類似度があらかじめ決
められたしきい値以上である場合に、その特定した領域を吹き出し領域としてもよい。
【００８３】
　なお、吹き出し領域の特定とは、その領域の外縁を示す複数の点の座標値を図示しない
記録媒体に蓄積することであってもよく、その領域を示すその他の情報を図示しない記録
媒体に蓄積することであってもよい。また、吹き出し領域特定部３１が上記説明以外の方
法によって吹き出し領域を特定してもよいことは言うまでもない。
【００８４】
　本実施の形態では、検出部２０は、配置データにおいて、吹き出し領域特定部３１が特
定した吹き出し領域の少なくとも一部が禁止領域に存在する場合に、セリフが禁止領域に
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存在することを検出する。
　なお、本実施の形態によるセリフチェック装置２の動作は、図２，図３のフローチャー
トで示されるとおりであり、その説明を省略する。
【００８５】
　次に、本実施の形態によるセリフチェック装置２の動作について、具体例を用いて説明
する。なお、セリフエラーの検出以外の処理については、実施の形態１の具体例と同様で
あり、その詳細な説明を省略する。ここでは、実施の形態１の具体例において、右側のペ
ージの画稿データの拡大が行われた後の処理から説明する。
【００８６】
　配置データにおける右側のページの画稿データ等が１．０５倍に拡大され（ステップＳ
１０２）、その配置データが表示されると（ステップＳ１０３）、検出部２０は、セリフ
エラーの検出を行う（ステップＳ１０４）。具体的には、検出部２０は、まず、吹き出し
領域特定部３１に、吹き出し領域の特定を行う旨の指示を渡す。すると、吹き出し領域特
定部３１は、画稿データ等が１．０５倍に拡大された配置データに含まれる吹き出し領域
を特定し、その領域を示す情報を検出部２０に渡す。検出部２０は、吹き出し領域を示す
情報を受け取ると、その吹き出し領域と、禁止領域とに共通部分が存在するかどうか判断
する。この場合には、図１４で示されるように、右上のセリフに対応する吹き出し領域の
一部が禁止領域に含まれていたとする。すると、検出部２０は、セリフエラーを検出する
（ステップＳ１０４）。その検出の際に、検出部２０は、その吹き出し領域の中心位置も
特定するものとする。その後、図１１で示されるように、「セリフエラー」の図形と、そ
の図形から特定された吹き出し領域の中心まで延びる引き出し線とが表示されることは、
実施の形態１と同様である。
【００８７】
　以上のように、本実施の形態によるセリフチェック装置２によれば、吹き出し領域を特
定することによって、セリフエラーを検出することができる。したがって、配置データに
テキストフレームが含まれていない場合であっても、セリフエラーを検出することができ
るようになる。例えば、配置データがビットマップ等の画像データであったとしても、セ
リフエラーの検出が可能となる。
【００８８】
　（実施の形態３）
　本発明の実施の形態３によるセリフチェック装置について、図面を参照しながら説明す
る。本実施の形態によるセリフチェック装置は、文字認識を行うことによって、セリフエ
ラーを検出するものである。
【００８９】
　図１５は、本実施の形態によるセリフチェック装置３の構成を示すブロック図である。
本実施の形態によるセリフチェック装置３は、画稿データ記憶部１１と、セリフデータ記
憶部１２と、ページデータ記憶部１３と、レイアウト情報記憶部１４と、配置位置算出部
１５と、受付部１６と、生成部１７と、配置データ記憶部１８と、表示部１９と、検出部
２０と、出力部２１と、文字認識部４１とを備える。なお、検出部２０及び文字認識部４
１以外の構成及び動作は、実施の形態１と同様であり、その説明を省略する。ここで、本
実施の形態によるセリフチェック装置３では、前述のように、生成部１７は、配置データ
に配置されているセリフが画像である配置データを生成するものとする。
【００９０】
　文字認識部４１は、そのような配置データにおいて文字認識を行う。この文字認識は、
いわゆるＯＣＲ等における文字認識と同様にして行うことができるが、認識結果である文
字コードを取得してもよく、あるいは、取得しないで文字である領域の特定のみを行って
もよい。文字認識部４１は、例えば、あらかじめ保持している文字のパターンを用いたパ
ターンマッチングを行うことによって、そのパターンと類似度の高い文字の領域を特定し
てもよい。
【００９１】
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　本実施の形態では、検出部２０は、配置データにおいて、文字認識部４１が認識した文
字の少なくとも一部が禁止領域に存在する場合に、セリフが禁止領域に存在することを検
出する。すなわち、文字認識部４１によって特定された文字の領域と、禁止領域とに共通
部分が存在する場合に、セリフエラーが検出されることになる。
　なお、本実施の形態によるセリフチェック装置３の動作は、図２，図３のフローチャー
トで示されるとおりであり、その説明を省略する。
【００９２】
　次に、本実施の形態によるセリフチェック装置３の動作について、具体例を用いて説明
する。なお、セリフエラーの検出以外の処理については、実施の形態１の具体例と同様で
あり、その詳細な説明を省略する。ここでは、実施の形態１の具体例において、右側のペ
ージの画稿データの拡大が行われた後の処理から説明する。
【００９３】
　配置データにおける右側のページの画稿データ等が１．０５倍に拡大され（ステップＳ
１０２）、その配置データが表示されると（ステップＳ１０３）、検出部２０は、セリフ
エラーの検出を行う（ステップＳ１０４）。具体的には、検出部２０は、まず、文字認識
部４１に、文字認識を行う旨の指示を渡す。すると、文字認識部４１は、画稿データ等が
１．０５倍に拡大された配置データに含まれる文字を認識し、その文字の領域を示す情報
を検出部２０に渡す。その文字の領域を示す情報は、テキストフレームのように、認識さ
れた文字を囲む矩形等の領域の情報であってもよく、認識された各文字の位置や各文字の
領域を示す情報であってもよい。検出部２０は、文字の領域を示す情報を受け取ると、そ
の文字の領域と、禁止領域とに共通部分が存在するかどうか判断する。この場合には、図
１６で示されるように、右上のセリフに対応する文字の一部が禁止領域に含まれていたと
する。すると、検出部２０は、セリフエラーを検出する（ステップＳ１０４）。その検出
の際に、検出部２０は、その認識された複数の文字の中心位置も特定するものとする。そ
の後、図１１で示されるように、「セリフエラー」の図形と、その図形から認識された複
数の文字の中心まで延びる引き出し線とが表示されることは、実施の形態１と同様である
。
【００９４】
　以上のように、本実施の形態によるセリフチェック装置３によれば、セリフの文字認識
を行うことによって、セリフエラーを検出することができる。したがって、配置データに
テキストフレームが含まれていない場合であっても、セリフエラーを検出することができ
るようになる。例えば、配置データがビットマップ等の画像データであったとしても、セ
リフエラーの検出が可能となる。
【００９５】
　なお、上記各実施の形態では、画稿データ等が見開きのページデータに配置される場合
について説明したが、そうでなくてもよい。画稿データ等が１ページに対応するページデ
ータに配置されてもよいことは言うまでもない。
【００９６】
　また、上記各実施の形態において、セリフチェック装置１，２，３において、ユーザが
配置データを見る必要がない場合には、セリフチェック装置１，２，３は、表示部１９を
備えていなくてもよい。
【００９７】
　また、上記各実施の形態において、前述の説明以外の方法によって生成された配置デー
タが配置データ記憶部１８に蓄積され、その配置データに対して、セリフエラーの検出処
理が行われてもよい。
【００９８】
　また、上記各実施の形態において、セリフチェック装置１，２，３は、手動でのみ配置
データを生成するものであってもよい。その場合には、セリフチェック装置１，２，３は
、レイアウト情報記憶部１４や配置位置算出部１５を備えていなくてもよい。
【００９９】
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　また、上記各実施の形態において、セリフチェック装置１，２，３において、配置デー
タの生成をも行う場合について説明したが、そうでなくてもよい。セリフチェック装置１
，２，３は、他の装置等で生成された配置データについて、セリフエラーの検出の処理を
行うものであってもよい。その場合には、セリフチェック装置１，２，３は、画稿データ
記憶部１１や、セリフデータ記憶部１２、ページデータ記憶部１３、レイアウト情報記憶
部１４、配置位置算出部１５、受付部１６、生成部１７を備えていなくてもよい。この場
合には、配置データ記憶部１８に配置データが記憶される過程は問わない。例えば、記録
媒体を介して配置データが配置データ記憶部１８で記憶されるようになってもよく、通信
回線等を介して送信された配置データが配置データ記憶部１８で記憶されるようになって
もよい。また、その場合の配置データは、コミック画像とセリフとが少なくとも含まれる
ものであれば、その生成の方法を問わない。また、その配置データに含まれるセリフは、
文字コードによって示されるテキストであってもよく、あるいは、画像であってもよい。
なお、検出部２０がテキストフレームを用いた検出を行う場合には、その配置データにテ
キストフレームが含まれているものとする。また、検出部２０が文字認識を用いた検出を
行う場合には、その配置データにセリフの画像が含まれているものとする。
【０１００】
　また、上記各実施の形態では、セリフデータをも配置する場合について説明したが、そ
うでなくてもよい。例えば、セリフの画像がコミック画像に含まれる場合には、生成部１
７は、セリフデータの配置を行わなくてもよい。そのセリフデータの配置を行わない場合
であっても、上記実施の形態２，３によるセリフチェック装置２，３であれば、セリフエ
ラーを検出することができる。そのように、セリフデータの配置を行わない場合には、セ
リフチェック装置２，３は、セリフデータ記憶部１２を備えていなくてもよい。
【０１０１】
　また、上記各実施の形態では、セリフチェック装置１，２，３がスタンドアロンである
場合について説明したが、セリフチェック装置１，２，３は、スタンドアロンの装置であ
ってもよく、サーバ・クライアントシステムにおけるサーバ装置であってもよい。後者の
場合には、出力部や受付部は、通信回線を介して入力を受け付けたり、情報を出力したり
してもよい。
【０１０２】
　また、上記各実施の形態において、各処理または各機能は、単一の装置または単一のシ
ステムによって集中処理されることによって実現されてもよく、あるいは、複数の装置ま
たは複数のシステムによって分散処理されることによって実現されてもよい。
【０１０３】
　また、上記各実施の形態において、各構成要素が実行する処理に関係する情報、例えば
、各構成要素が受け付けたり、取得したり、選択したり、生成したり、送信したり、受信
したりした情報や、各構成要素が処理で用いるしきい値や数式、アドレス等の情報等は、
上記説明で明記していない場合であっても、図示しない記録媒体において、一時的に、あ
るいは長期にわたって保持されていてもよい。また、その図示しない記録媒体への情報の
蓄積を、各構成要素、あるいは、図示しない蓄積部が行ってもよい。また、その図示しな
い記録媒体からの情報の読み出しを、各構成要素、あるいは、図示しない読み出し部が行
ってもよい。
【０１０４】
　また、上記各実施の形態において、各構成要素等で用いられる情報、例えば、各構成要
素が処理で用いるしきい値やアドレス、各種の設定値等の情報がユーザによって変更され
てもよい場合には、上記説明で明記していない場合であっても、ユーザが適宜、それらの
情報を変更できるようにしてもよく、あるいは、そうでなくてもよい。それらの情報をユ
ーザが変更可能な場合には、その変更は、例えば、ユーザからの変更指示を受け付ける図
示しない受付部と、その変更指示に応じて情報を変更する図示しない変更部とによって実
現されてもよい。その図示しない受付部による変更指示の受け付けは、例えば、入力デバ
イスからの受け付けでもよく、通信回線を介して送信された情報の受信でもよく、所定の
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記録媒体から読み出された情報の受け付けでもよい。
【０１０５】
　また、上記各実施の形態において、セリフチェック装置１，２，３に含まれる２以上の
構成要素が通信デバイスや入力デバイス等を有する場合に、２以上の構成要素が物理的に
単一のデバイスを有してもよく、あるいは、別々のデバイスを有してもよい。
【０１０６】
　また、上記各実施の形態において、各構成要素は専用のハードウェアにより構成されて
もよく、あるいは、ソフトウェアにより実現可能な構成要素については、プログラムを実
行することによって実現されてもよい。例えば、ハードディスクや半導体メモリ等の記録
媒体に記録されたソフトウェア・プログラムをＣＰＵ等のプログラム実行部が読み出して
実行することによって、各構成要素が実現され得る。なお、上記各実施の形態におけるセ
リフチェック装置１，２，３を実現するソフトウェアは、以下のようなプログラムである
。つまり、このプログラムは、コミック画像とセリフとを、セリフが存在してはならない
領域である禁止領域が設定されているページに配置した配置データが記憶される配置デー
タ記憶部にアクセス可能なコンピュータを、配置データ記憶部で記憶されている配置デー
タにおいて、セリフが禁止領域に存在することを検出する検出部、セリフが禁止領域に存
在することを検出部が検出した旨を出力する出力部として機能させるためのプログラムで
ある。
【０１０７】
　なお、上記プログラムにおいて、上記プログラムが実現する機能には、ハードウェアで
しか実現できない機能は含まれない。例えば、情報を出力する出力部などにおけるモデム
やインターフェースカードなどのハードウェアでしか実現できない機能は、上記プログラ
ムが実現する機能には少なくとも含まれない。
【０１０８】
　また、このプログラムは、サーバなどからダウンロードされることによって実行されて
もよく、所定の記録媒体（例えば、ＣＤ－ＲＯＭなどの光ディスクや磁気ディスク、半導
体メモリなど）に記録されたプログラムが読み出されることによって実行されてもよい。
また、このプログラムは、プログラムプロダクトを構成するプログラムとして用いられて
もよい。
【０１０９】
　また、このプログラムを実行するコンピュータは、単数であってもよく、複数であって
もよい。すなわち、集中処理を行ってもよく、あるいは分散処理を行ってもよい。
【０１１０】
　図１７は、上記プログラムを実行して、上記各実施の形態によるセリフチェック装置１
，２，３を実現するコンピュータの外観の一例を示す模式図である。上記各実施の形態は
、コンピュータハードウェア及びその上で実行されるコンピュータプログラムによって実
現されうる。
【０１１１】
　図１７において、コンピュータシステム９００は、ＣＤ－ＲＯＭ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄ
ｉｓｋ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）ドライブ９０５、ＦＤ（Ｆｌｏｐｐｙ（登
録商標）　Ｄｉｓｋ）ドライブ９０６を含むコンピュータ９０１と、キーボード９０２と
、マウス９０３と、モニタ９０４とを備える。
【０１１２】
　図１８は、コンピュータシステム９００の内部構成を示す図である。図１８において、
コンピュータ９０１は、ＣＤ－ＲＯＭドライブ９０５、ＦＤドライブ９０６に加えて、Ｍ
ＰＵ（Ｍｉｃｒｏ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）９１１と、ブートアッププログラ
ム等のプログラムを記憶するためのＲＯＭ９１２と、ＭＰＵ９１１に接続され、アプリケ
ーションプログラムの命令を一時的に記憶すると共に、一時記憶空間を提供するＲＡＭ（
Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）９１３と、アプリケーションプログラム、
システムプログラム、及びデータを記憶するハードディスク９１４と、ＭＰＵ９１１、Ｒ
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ＯＭ９１２等を相互に接続するバス９１５とを備える。なお、コンピュータ９０１は、Ｌ
ＡＮへの接続を提供する図示しないネットワークカードを含んでいてもよい。
【０１１３】
　コンピュータシステム９００に、上記各実施の形態によるセリフチェック装置１，２，
３の機能を実行させるプログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ９２１、またはＦＤ９２２に記憶され
て、ＣＤ－ＲＯＭドライブ９０５、またはＦＤドライブ９０６に挿入され、ハードディス
ク９１４に転送されてもよい。これに代えて、そのプログラムは、図示しないネットワー
クを介してコンピュータ９０１に送信され、ハードディスク９１４に記憶されてもよい。
プログラムは実行の際にＲＡＭ９１３にロードされる。なお、プログラムは、ＣＤ－ＲＯ
Ｍ９２１やＦＤ９２２、またはネットワークから直接、ロードされてもよい。
【０１１４】
　プログラムは、コンピュータ９０１に、上記各実施の形態によるセリフチェック装置１
，２，３の機能を実行させるオペレーティングシステム（ＯＳ）、またはサードパーティ
プログラム等を必ずしも含んでいなくてもよい。プログラムは、制御された態様で適切な
機能（モジュール）を呼び出し、所望の結果が得られるようにする命令の部分のみを含ん
でいてもよい。コンピュータシステム９００がどのように動作するのかについては周知で
あり、詳細な説明は省略する。
【０１１５】
　また、本発明は、以上の実施の形態に限定されることなく、種々の変更が可能であり、
それらも本発明の範囲内に包含されるものであることは言うまでもない。
【産業上の利用可能性】
【０１１６】
　以上より、本発明によるセリフチェック装置等によれば、セリフが禁止領域に存在する
場合に、そのことを検出することができ、コミックの配置データにおけるセリフの位置を
チェックする装置等として有用である。
【符号の説明】
【０１１７】
　１、２、３　セリフチェック装置
　１１　画稿データ記憶部
　１２　セリフデータ記憶部
　１３　ページデータ記憶部
　１４　レイアウト情報記憶部
　１５　配置位置算出部
　１６　受付部
　１７　生成部
　１８　配置データ記憶部
　１９　表示部
　２０　検出部
　２１　出力部
　３１　領域特定部
　４１　文字認識部
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